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患者同士の交流の場として『がんサロン』の開催を予定して

いる。 

2025年4月に外来化学療法室の施設改修を行い、10床

から14床へと運用を拡大した。これにより、がん患者の外来

での化学療法実施を強力に推進し、2025年度の外来化学

療法件数は大幅に増加した（上表参照）。今後も患者の

QOLを維持し、『『働働ききななががららののががんん治治療療』』を支援する体制を

強化していく方針である。 

近年、がん免疫療法、特に免疫チェックポイント阻害剤を

応用したレジメンが多く導入されている。それに伴い免疫関

連有害事象(irAE)の発症が増加しており、迅速かつ的確な

対応が求められる切迫したirAE症例も散見される。当セン

ターでは『iirrAAEE対対策策チチーームム』をいち早く編成し、主治医の専

門領域外の免疫関連有害事象に対し臓器横断的に対応

できる体制を構築している。 

日本人の急速な高齢化に伴い、がん患者の高齢化も一

層加速している現状がある。この現状を受け当院でも高齢

がん患者の手術を多数実施している。高齢のがん患者の

増加に対応し、看護師、リハビリテーション技師、管理栄養

士、歯科衛生士らによる多職種連携介入を徹底した。特に

術前・術後早期からのリハビリ、口腔ケア、栄養指導により、

食食道道ががんん術術後後のの肺肺炎炎発発症症ゼゼロロをを継継続続し、早期離床による

褥瘡発生率の低下、および術術後後在在院院期期間間のの短短縮縮に成功し

た。 

さらに周術期口腔ケアの一環として、当院に隣接する薬

局には口腔ケア専用の洗浄液や洗浄用ゲルの販売を新た

に開始し、患者自身でも口腔ケアを進められるよう整備して

いる。また、がん手術の術後および抗がん剤投与などに伴

う食欲不振などに対し管理栄養士が対面で栄養指導を積

極的に行っている。当院のがん診療は医師、看護師だけで

なく薬剤師、管理栄養士、リハビリテーション技師など多職

種連携によるチーム医療でがん患者を中心とした360度が

ん診療を展開している。今後は院内整備をさらに進め『国国

指指定定ががんん診診療療連連携携拠拠点点病病院院』の取得を目標とする。 

＜＜実実績績＞＞  

 

 

 

 

 

 

 

 

外来・入院での抗がん剤治療の実施状況などの診療

実績を下記に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜＜今今年年度度のの成成果果とと来来年年度度へへのの抱抱負負＞＞  

2023年2月よりキャンサーボードを毎月開催するように変

更した。2023年7月より当院および泉佐野泉南医師会との

共催で『南大阪がん治療フォーラム』を開催し、2025年7月

にも第3回がんフォーラムを開催、100名を超える参加者が

あり盛会であった。今後も地域の医師、薬剤師など交流を

深め、がん治療についての最新の知見を提供する機会を

設け地域医療連携を推進していく。 

2025年度は外来化学療法の拡充と多職種連携チーム

医療の深化において大きな成果を上げた。2026年度（令和

8年度）は、放射線療法のさらなる充実を図り、外科手術、

化学療法と合わせた『がん集学的治療』の体制を一層強化

する方針である。これにより、患者本位の質の高いがん治

療を提供し、『『国国指指定定ががんん診診療療連連携携拠拠点点病病院院』』のの取得に向

けた院内整備を加速させる所存である。 
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共共同同運運営営部部門門：：糖糖尿尿病病セセンンタターー  

＜＜ススタタッッフフ紹紹介介＞＞  
役  職 スタッフ名 

センター長 

兼糖尿病・内分泌代謝内科副部長 
大槻 朋子 

＜＜関関連連部部署署＞＞  
部署名 部署名 

糖尿病・内分泌代謝内科 栄養部門 

＜＜特特色色とと概概要要＞＞  

糖尿病治療の目標は血糖値を良好にコントロールするこ

とにより、合併症の発症、増悪を予防し、健康な人と変わら

ない寿命を確保することである。そのためには、長期間、患

者の生活全般にわたって介入することが必要になる。 

糖尿病センターでは患者の長期にわたる療養をサポート

するため、外来、入院にて活動を行っている。隔月に糖尿

病センター運営委員会を行い、方針の確認を行っている。 

具体的な役割を以下に挙げる。  

●外来での療養に関する患者サポート(フットケア外来、糖

尿病透析予防指導)、慢性合併症の評価 

●糖尿病教育入院中の患者指導(糖尿病教室、DVD教室) 

●市民啓発活動(生活習慣病教室、世界糖尿病デーりんく

う健康フェスタなど) 

●血糖自己測定装置の精度管理、患者指導、運用 

●糖尿病療養指導に関わる人材の育成 

●学会発表による発信 

＜＜実実績績＞＞  

① 糖尿病外来患者の大血管合併症評価の促進 

外来通院中の糖尿病患者における大血管合併症の早

期発見・早期治療を目的に頸動脈エコー、ABI、心電図を

年に1回評価することを目標としている。 

2025年度検査件数                                 （件） 

検査名 外来 入院 総計 

ABI 118 2 120 

心電図検査 130 31 161 

超音波検査（断層撮影法）（頚動脈） 138 20 158 

上記検査にて異常が認められた場合には循環器内科、

脳神経外科に紹介しており、合併症の発見・治療に有用で

ある。引き続き大血管合併症の評価を継続し、更に施行率

を高めていく必要がある。 

② 糖尿病透析予防指導の状況 

糖尿病透析予防指導管理料は糖尿病腎症2期以上の症

例について医師、栄養士、看護師が指導を行った場合に

算定可能であり、当院では糖尿病腎症早期予防指導という

名称で通院患者の指導を行っている。 

2024年度後半より再度対象患者の洗い出しを行い、取り

組みを強めた結果、2024年度12名から2025年度は67名に

指導件数が増加した。地域の透析患者数の減少を目指し

て、今後も取り組みを進めていく。 

●入院患者の増加についての対策 

2021年10月より妊娠関連糖代謝異常(妊娠糖尿病・糖尿

病合併妊娠)の患者を当科入院にて血糖コントロールを施

行した。糖尿病教育入院については、減少傾向である一方、

高齢者の糖尿病患者が増加し、インスリン自己注射・自己

血糖測定の習得や必要な支援環境整備のために入院が

必要なケースも依然多いため、引き続き必要な患者には入

院治療を勧めていきたい。 

●院内および院外啓発活動 

院外啓発活動として、第9回世界糖尿病デー、りんくう健

康フェスタを2025年11月15日（土）に行った。本年は『いの

ち輝く糖尿病の未来～糖尿病治療の進歩～』をテーマに、

当科部長の高野徹医師より「医師が勧める健康食品との付

き合い方」の講演、その他健康チェックや体操などを来場

者と行い、114名の来場者で盛況であった。 

●血糖自己測定器の管理、運用に関して 

昨年に引き続き血糖自己測定器について精度管理およ

び患者説明を臨床検査技師にて施行した。 

●学会発表について、第62回日本糖尿病学会近畿地方

会にて１演題の発表を行った。 

＜＜今今年年度度のの成成果果とと来来年年度度へへのの抱抱負負＞＞  

糖尿病診療は、GLP1製剤、週1回インスリン製剤や持続

血糖測定器の登場、青壮年層で入院する時間的・経済的

余裕のない患者の増加により、入院数の減少は全国的な

傾向である。しかし食事療法の体験や疾患に関する知識を

得る重要性は変わらず存在しており、地域のセンター病院

として引き続き近医とも連携し必要な患者に教育入院の場

を提供していきたい。 

また今年度の実感として、第9回を迎えた健康フェスタで

は100名以上の地域住民の参加者を迎え、感想文でも「大

変勉強になり今後も継続してほしい」旨の内容が多く、また

2024年度より再開した生活習慣病教室も回を重ねる度に

参加者が増え、感想文は非常に好評であった。当科主催

の市民啓発活動が地域に根付いてきた実感があり、今後も

基幹病院としての役割と認識し継続・発展させたい。 
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